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「
赤
と
の
混
色

紹
介
文
」

岡
和
田
晃

〈
「
ポ
ッ
プ
カ
ル
チ
ャ
ー
論
」
学
生
優
秀
作
〉

「S
F
P
r
o
l
o
g
u
e
W
a
v
e

」
は
日
本
Ｓ
Ｆ
作
家
ク
ラ
ブ
の
総
会
で
公
認
さ
れ
、
有
志
に
よ
っ
て
運
営
さ

れ
る
ネ
ッ
ト
マ
ガ
ジ
ン
で
す
。
そ
の
関
係
か
ら
、
寄
稿
者
は
基
本
的
に
、
Ｓ
Ｆ
作
家
ク
ラ
ブ
会
員
な
い

し
、
そ
の
推
薦
を
受
け
た
、
現
在
プ
ロ
と
し
て
活
躍
中
の
作
家
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

い
ず
れ
も
興
味
深
い
作
品
が
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
他
方
で
、
よ
り
み
ず
み
ず
し
い
原
石
の
よ
う

な
才
能
の
煌
め
き
に
触
れ
て
み
た
い
、
と
い
う
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
で
し
ょ
う
。

そ
こ
で
今
回
は
、
十
代
後
半
か
ら
二
十
代
前
半
、
現
役
の
大
学
生
が
書
い
た
作
品
を
ご
紹
介
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
経
緯
は
以
下
の
通
り
…
…
。

私
（
岡
和
田
）
は
、
二
〇
一
五
年
か
ら
大
学
で
非
常
勤
講
師
を
つ
と
め
て
い
る
の
で
す
が
、
二
〇
一

六
年
よ
り
、
勤
務
先
の
群
馬
県
の
共
愛
学
園
前
橋
国
際
大
学
で
「
ポ
ッ
プ
カ
ル
チ
ャ
ー
論
」
を
受
け
持

つ
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

Ｓ
Ｆ
・
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
文
学
の
古
典
を
講
読
し
つ
つ
、
映
像
資
料
を
交
え
、
ロ
ー
ル
プ
レ
イ
ン
グ
ゲ
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ー
ム
の
方
法
論
を
応
用
し
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
展
開
す
る
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら
、
単
に
消

費
者
と
し
て
の
姿
勢
か
ら
一
歩
踏
み
出
し
、
ポ
ッ
プ
カ
ル
チ
ャ
ー
を
学
術
的
か
つ
批
評
的
に
分
析
す
る

教
養
を
身
に
着
け
る
こ
と
を
主
眼
と
し
て
き
ま
し
た
。
二
〇
一
六
年
の
受
講
生
は
六
十
数
名
。

期
末
レ
ポ
ー
ト
の
課
題
で
は
、
創
作
と
評
論
、
双
方
を
Ｏ
Ｋ
と
し
た
の
で
す
が
、
創
作
と
し
て
提
出

さ
れ
た
も
の
の
う
ち
、
優
秀
作
を
皆
さ
ん
に
ご
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
今
回
お
披
露
目
す
る
、
葉

月
雨
音
さ
ん
（
ペ
ン
ネ
ー
ム
）
の
小
説
「
赤
と
の
混
色
」
は
、
二
〇
一
六
年
の
講
義
か
ら
生
ま
れ
た
優

秀
作
。
一
風
変
わ
っ
た
ホ
ラ
ー
作
品
で
す
。

「
ポ
ッ
プ
カ
ル
チ
ャ
ー
論
」
で
は
、
モ
ダ
ン
・
ホ
ラ
ー
に
つ
い
て
も
時
間
を
割
き
、
Ｊ
・
Ｓ
・
シ
ェ

リ
ダ
ン
・
レ
＝
フ
ァ
ニ
ュ
『
カ
ー
ミ
ラ
』、
Ｈ
・
Ｐ
・
ラ
ヴ
ク
ラ
フ
ト
『
ダ
ゴ
ン
』、
藤
子
・
Ｆ
・
不
二

雄
『
流
血
鬼
』
と
い
っ
た
古
典
的
な
作
品
を
読
み
、
ま
た
吸
血
鬼
文
学
の
歴
史
に
つ
い
て
も
講
義
し
ま

し
た
。

そ
れ
と
と
も
に
、
ゴ
シ
ッ
ク
パ
ン
ク
Ｒ
Ｐ
Ｇ
『
ヴ
ァ
ン
パ
イ
ア
：
ザ
・
マ
ス
カ
レ
ー
ド
』
の
日
本
語

展
開
に
関
わ
っ
た
岩
田
恵
・
徳
岡
正
肇
の
両
氏
を
ゲ
ス
ト
講
師
と
し
て
お
招
き
し
、
同
作
を
応
用
し
た

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
メ
イ
キ
ン
グ
や
ラ
イ
フ
パ
ス
、
簡
単
な
ス
ト
ー
リ
ー
テ
リ
ン
グ
体
験
が
で
き
る
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
を
展
開
し
ま
し
た
。
「
赤
と
の
混
色
」
は
、
こ
う
し
た
経
緯
で
生
ま
れ
た
作
品
な
の
で
す
。

ち
な
み
に
、
『
ヴ
ァ
ン
パ
イ
ア
：
ザ
・
マ
ス
カ
レ
ー
ド
』
は
、
ア
メ
リ
カ
・
ホ
ワ
イ
ト
ウ
ル
フ
社
が
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開
発
し
た
作
品
で
、
と
り
わ
け
一
九
九
〇
年
代
に
は
Ｒ
Ｐ
Ｇ
界
を
ほ
と
ん
ど
席
捲
す
る
勢
い
で
、
Ｔ
Ｖ

ド
ラ
マ
に
も
な
り
ま
し
た
。
現
在
も
根
強
い
人
気
を
誇
り
ま
す
。
ア
ト
リ
エ
サ
ー
ド
社
よ
り
日
本
語
版

が
出
た
と
き
に
は
「
Ｓ
Ｆ
マ
ガ
ジ
ン
」
や
「
Ｓ
Ｆ
オ
ン
ラ
イ
ン
」
で
大
き
く
紹
介
が
出
ま
し
た
。
つ
い

最
近
も
、
関
連
作
品
が
Ｐ
Ｃ
ゲ
ー
ム
と
し
て
ア
ナ
ウ
ン
ス
さ
れ
た
ば
か
り
で
す
。

有
名
ど
こ
ろ
で
は
、
ナ
ン
シ
ー
・
コ
リ
ン
ズ
の
〈
ソ
ー
ニ
ャ
・
ブ
ル
ー
〉
シ
リ
ー
ズ
（
ハ
ヤ
カ
ワ
文

庫
Ｆ
Ｔ
）
は
『
ヴ
ァ
ン
パ
イ
ア
：
ザ
・
マ
ス
カ
レ
ー
ド
』
の
シ
ェ
ア
ー
ド
ワ
ー
ル
ド
で
も
あ
り
ま
す
。

映
画
・
原
作
と
も
に
大
ヒ
ッ
ト
し
た
『
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
・
ウ
ィ
ズ
・
ヴ
ァ
ン
パ
イ
ア
』
や
、〈
ト
ワ
イ

ラ
イ
ト
〉
シ
リ
ー
ズ
と
も
響
き
合
う
内
容
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

『
ヴ
ァ
ン
パ
イ
ア
：
ザ
・
マ
ス
カ
レ
ー
ド
』
の
大
き
な
特
徴
と
し
て
、
貴
族
の
よ
う
な
ヴ
ェ
ン
ト
ル

ー
氏
族
、
暴
れ
者
だ
が
哲
学
者
の
よ
う
な
思
慮
も
持
つ
ブ
ル
ハ
ー
氏
族
、
野
生
を
忘
れ
な
い
ギ
ャ
ン
レ

ル
氏
族
、
魔
術
を
用
い
る
ト
レ
メ
ー
ル
氏
族
、
芸
術
を
愛
す
る
ト
レ
ア
ド
ー
ル
氏
族
な
ど
、
ド
ラ
キ
ュ

ラ
伯
爵
の
よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
に
留
ま
ら
な
い
多
彩
な
ヴ
ァ
ン
パ
イ
ア
像
が
提
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
「
赤
と
の
混
色
」
は
、
そ
の
ト
レ
ア
ド
ー
ル
氏
族
の
設
定
が
参
考
に
さ
れ
て
い
ま
す
。
芸
術

に
魅
せ
ら
れ
た
大
学
生
の
語
り
で
進
め
ら
れ
る
作
品
な
の
で
す
が
、
決
し
て
「
わ
た
し
」
と
い
う
一
人

称
を
使
わ
ず
、
随
所
で
「
赤
」
の
イ
メ
ー
ジ
が
多
重
に
混
交
さ
れ
て
い
く
筆
致
も
魅
力
的
。

な
お
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
と
し
て
提
出
さ
れ
た
小
説
の
執
筆
者
は
、
そ
の
多
く
が
小
説
を
書
く
こ
と

http://www.4gamer.net/games/370/G037092/20170208124/
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自
体
初
め
て
で
、
日
頃
、
本
を
読
む
習
慣
す
ら
な
か
っ
た
受
講
生
も
い
た
ほ
ど
。
大
学
で
の
講
義
そ
の

も
の
も
、
プ
ロ
の
作
家
を
育
て
る
よ
り
も
大
学
生
に
期
待
さ
れ
る
学
術
的
な
知
見
の
習
得
を
重
視
し
て

い
ま
し
た
。
そ
れ
ゆ
え
課
題
と
し
て
提
出
さ
れ
た
小
説
も
、
創
作
的
批
評
と
し
て
の
習
熟
度
と
い
う
観

点
か
ら
採
点
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
点
が
、
他
の
「S

F
P
r
o
l
o
g
u
e
W
a
v
e

」
掲
載
作
と
は
大
き
く

異
な
り
ま
す
。
あ
ら
か
じ
め
、
ご
諒
承
く
だ
さ
い
。

「S
F
P
r
o
l
o
g
u
e
W
a
v
e

」
で
の
公
開
に
あ
た
っ
て
は
、
片
理
誠
編
集
長
の
助
言
を
参
考
に
、
岡
和
田

晃
が
補
作
を
行
い
ま
し
た
。


